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   Ｈ０４Ｎ   9/07     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成25年4月2日(2013.4.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学系を用いた、該光学系からの距離が互いに異なる複数の被写体を含むシーンの撮像
により得られた入力画像に対して画像処理を行う画像処理装置であって、
　前記入力画像のうちデフォーカス領域に含まれる色収差成分を低減するための色収差補
正フィルタおよび該入力画像に含まれるぼけ成分を低減するための画像回復フィルタを取
得するフィルタ取得手段と、
　前記入力画像に対して、前記色収差補正フィルタを用いた色収差補正処理および前記画
像回復フィルタを用いた画像回復処理を行う処理手段とを有し、
　前記フィルタ取得手段は、前記光学系の色収差に関する情報と、前記撮像における前記
光学系の合焦距離に関する情報および前記複数の被写体のそれぞれまでの距離に関する情
報とを用いて前記色収差補正フィルタを取得することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記処理手段は、前記色収差補正処理を、前記入力画像を構成する色空間とは異なる色
空間で行うことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　光学系を用いて撮像を行う撮像系と、
　該撮像系を用いて得られた入力画像に対して画像処理を行う請求項１又は２に記載の画
像処理装置とを有することを特徴とする撮像装置。
【請求項４】
　コンピュータに、
　光学系を用いた、該光学系からの距離が互いに異なる複数の被写体を含むシーンの撮像
により得られた入力画像を取得するステップと、
　前記入力画像のうちデフォーカス領域に含まれる色収差成分を低減するための色収差補
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正フィルタおよび該入力画像に含まれるぼけ成分を低減するための画像回復フィルタを取
得するフィルタ取得ステップと、
　前記入力画像に対して、前記色収差補正フィルタを用いた色収差補正処理および前記画
像回復フィルタを用いた画像回復処理を行う処理ステップとを含む画像処理を実行させる
画像処理プログラムであって、
　前記フィルタ取得ステップにおいて、前記光学系の色収差に関する情報と、前記撮像に
おける前記光学系の合焦距離に関する情報および前記複数の被写体のそれぞれまでの距離
に関する情報とを用いて前記色収差補正フィルタを取得することを特徴とする画像処理プ
ログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、特許文献２には、以下のような色にじみの補正方法が開示されている。撮像素子
と光学系とを光軸方向に相対移動させて、それぞれの色成分のピーク波長の結像位置がセ
ンサ上に位置したときに撮像を行い、複数の色画像を取り込む。そして、取り込んだ複数
の色画像を１つの画像に合成して出力する。これにより、色成分間の結像特性の差がなく
なり、合成画像における色にじみが低減される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　色にじみの補正に用いる補正フィルタは、通常は撮像装置の光学系が合焦している状態
に対して最適化されている。このため、該フィルタを、画像中のデフォーカスした領域に
補正フィルタを適用すると、合焦した領域とは異なった補正が行われる。例えば、被写体
距離が合焦距離である合焦領域と該合焦距離とは異なる被写体距離のデフォーカス領域と
では色収差が異なる。特に軸上色収差が生じている場合は、光軸方向のＭＴＦ特性におい
て、色成分のそれぞれが分離してＭＴＦピークが形成される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　図９（ａ）は、軸上色収差を持つ光学系から射出した白色光が、波長ごとに分離されて
いる様子を示している。光学系２０１を通過した各波長光は、互いに異なる位置に結像し
、この結果、図９（ｂ）に示すように、それぞれの波長光の結像位置を中心とした各波長
（色）のＭＴＦカーブが形成される。そして、撮像素子２０２によって取得される画像に
は、色成分間にてＭＴＦに差が生じる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　ここで、色収差補正処理と後述する画像回復処理は、撮像系により生成されたフルカラ
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ー入力画像に対して直接行われるのではなく、フルカラー入力画像からの変換により生成
された補正対象色画像（後述するＲ，ＧおよびＢの色画像のうち２つ）に対して行われる
。ただし、本発明および実施例では、フルカラー入力画像だけでなく補正対象色画像も含
めて「入力画像」と表現する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　記憶部１０８には、撮像光学系１０１の色収差に関する情報が撮影画面内での領域ごと
に記憶されている。ここでいう色収差に関する情報とは、撮像光学系のズーム位置（焦点
距離や変倍レンズの位置）、合焦位置（フォーカスレンズの位置）および絞り値（絞り開
口径）等の各撮影状態で各被写体距離での撮影を行う際に発生する色収差の情報である。
また、被写体距離は、撮像光学系で合焦している被写体までの距離（合焦距離）や、その
他の非合焦位置（合焦していない位置）の被写体までの距離である。この被写体距離（に
関する情報）は、合焦しているか否かを検出する合焦検出装置での検出結果、つまり非合
焦である旨の検出結果を示す信号や、合焦位置からどの程度ずれているか（デフォーカス
量）を示す信号と置き換えても構わない。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　色収差補正フィルタが作成される補正対象色画像としては、Ｒ、ＧおよびＢ画像のうち
いずれの２つを選択してもよい。ただし、例えば、Ｒのように色収差補正処理前において
最もＭＴＦが高い色を基準色とし、該基準色の色画像（基準色画像）以外の２つの色画像
を選択することが好ましい。この場合、ぼけ補正フィルタは、基準色のＰＳＦより得られ
た合焦距離（合焦領域）に最適化される。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　ステップＳ１１～１３については、実施例１と同じである。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　ステップＳ２１において、画像処理部１０４は、入力画像における各被写体が存在する
領域を検出するとともに、各被写体が存在する領域に応じた撮像光学系１０１の色収差に
関する情報を、記憶部１０８から読み出す。そして、画像処理部１０４は、該色収差に関
する情報と、合焦距離に関する情報および被写体距離に関する情報とを用いて、デフォー
カス領域用の色収差補正機能と合焦距離に最適化したぼけ補正機能とを併せ持つ色収差／
ぼけ補正フィルタを作成する。色収差／ぼけ補正フィルタは、ステップＳ１３で入力画像
から変換されたＲ、ＧおよびＢ画像のそれぞれに対して作成され、これらの色収差／ぼけ
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補正フィルタは互いに異なるフィルタとなる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　ステップＳ１１～Ｓ１４については、実施例１と同じである。ステップＳ１４では、デ
フォーカス領域と合焦領域に共通であり、合焦領域に最適化したぼけ補正フィルタを作成
する。画像処理部１０４は、ステップＳ３１において、ステップＳ１３で入力画像から変
換されたＲ、ＧおよびＢ画像に対し、ステップＳ１４で作成されたぼけ補正フィルタを適
用して画像回復処理を行う。この画像回復処理により、デフォーカス領域に色収差があっ
た場合には、色にじみが強調される。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　このとき色にじみは、撮像光学系１０１の色収差のみではなく、合焦距離に最適化され
たぼけ補正フィルタにより強調された成分も含まれている。そこで、画像処理部１０４は
、ステップＳ３２において、合焦距離に最適化したぼけ補正フィルタを用いて、ステップ
Ｓ１４にて作成されたデフォーカス領域用の色収差補正フィルタを補正する。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　ステップＳ１１～Ｓ１３については、実施例１と同じである。画像処理部１０４は、ス
テップＳ５１において、ステップＳ１３で入力画像から変換されたＲ、ＧおよびＢ画像を
、ＹＣＲＣＢ空間の画像に変換する。
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